
令和２年９月取材 

  

障がいのある方の雇用に取組む 

奈良商事株式会社 

(京都市南区) 
「京都はあとふる企業」です 

【主な事業内容】精肉の卸小売業 

【障がいのある方の主な仕事】スライサーでの加工、袋詰め、熱線での密封、箱詰めなど

                      

                      

 

 

 

 

 

 

 

【障がい者雇用の経緯】 

15年位前に特別支援学校から体験実習の受入れを依頼されたのがきっかけで、毎年実習を受入れ 

てきました。その中で、12年前に一人を雇用しました。この方が働き続けて、今では必要不可欠な 

人材となっています。 

 

                 【少人数職場の中で成長する】 

                      10 人に満たない少人数の職場ですので、特に特別なこと

はせず、皆の中で一緒に働いていくことが基本です。皆の中

で教えられ、今では自分のやるべき仕事は理解しています。

仕事の前段取りは社員がしますが、商品毎の指示書を見れ

ば加工から箱詰めまで指示しなくてもできます。 

イレギュラーな事が起ると、責任者に自ら聞きに来ます

ので、心配なく任せられます。ただ、話すことが苦手ですの

で、周りの社員はゆっくり話すことを心がけています。ほと

んどのことは自立的にできる人材に成長しており、雇用条

件面でも可能な配慮を行っています。 

 人数の少ない職場ですが、今後とも体験実習の受入れに

積極的に対応していきたいと考えています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【Ｙさんに聞きました】 

 12年目です。就労移行支援事

業を経て、実習・トライアル雇

用を経て働きました。 

周りの社員さんにゆっくり

分かり易く教えてもらったの

で、今では加工前の箱をみれば

作業の内容は分かります。 

困ったり迷ったりしたとき

には、社員さんに聞きます。 

卓球が趣味で、社会人リーグ

に加入し、月２回位・２～３時

間の練習で汗を流しています。 

働き続けることが目標です。 


